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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
る

海
外
か
ら
の
渡
航
制
限
の
た
め
、
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
招
へ
い
が
実
施
で
き
な
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。
科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
交
流
に
よ
り
醸
成
さ
れ
た
海
外
の
送
出
し

機
関
と
日
本
の
受
入
れ
機
関
の
良
好
な
関
係
を
継
続
さ

せ
る
た
め
、
ま
た
新
た
な
交
流
に
向
け
た
準
備
の
た
め

に
、
各
機
関
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
支

援
を
続
け
て
い
る
。
今
回
は
宮
崎
大
学
と
静
岡
大
学
が

実
施
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
紹
介
す

る
。│

・
│
・
│
・
│
・
│
・
│
・
│
・
│
・
│
・
│

宮
崎
大
学
の
活
動
報
告

持
続
可
能
な
生
命
・
食
料
・
環
境

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
へ

　

２
０
２
１
年
11
月
22
日
に
、
宮
崎
大
学
農
学
部
、

中
華
人
民
共
和
国
の
青
島
農
業
大
学
植
物
医
学
学
院
、

江
漢
大
学
医
学
院
と
の
間
で
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を
行

い
ま
し
た
。
本
来
は
、
２
０
２
０
年
度
採
択
分
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
今
年
度
に
繰
り

越
し
て
実
施
を
予
定
し
た
も
の
で
し
た
。
残
念
な
が

ら
、
収
束
に
は
至
ら
ず
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施
と
な

り
ま
し
た
。
当
初
は
、
タ
イ
の
カ
セ
サ
ー
ト
大
学
農

学
部
・
教
養
学
部
と
大
韓
民
国
の
ソ
ウ
ル
市
立
大
学

校
自
然
科
学
大
学
を
含
め
４
カ
国
５
大
学
の
学
生
が

集
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、

都
合
が
つ
か
ず
中
国
の
２
大
学
の
参
加
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
江
漢
大
学
以
外
の
大
学
と
は
、
大
学
間

（
青
島
農
業
大
学
、
カ
セ
サ
ー
ト
大
学
）
ま
た
は
学

部
間
（
ソ
ウ
ル
市
立
大
学
校
自
然
科
学
大
学
）
交
流

協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
（
青
島
農
業
大
学
、
ソ
ウ

ル
市
立
大
学
校
自
然
科
学
大
学
と
の
交
流
協
定
で
は
、

筆
者
が
窓
口
教
員
に
な
っ
て
い
ま
す
）
。

　

参
加
者
数
は
、
次
の
と
お
り
。

青
島
農
業
大
学　

学
生
10
名
・
教
員
４
名

江
漢
大
学　
　
　

学
生
12
名
・
教
員
３
名

宮
崎
大
学　
　
　

学
生
７
名
・
教
員
２
名

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果

　

参
加
大
学
が
減
っ
た
こ
と
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
当
初
か
ら
メ
イ
ン
に
据
え
て
い
た
学

生
の
英
語
で
の
研
究
発
表
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

各
大
学
か
ら
２
〜
３
演
題
、
計
８
演
題
の
発
表
が
あ

り
、
１
演
題
あ
た
り
の
発
表
時
間
は
質
疑
応
答
を
含

め
て
15
分
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
座
長
は
学
生
に
務

め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
農
学
分
野
だ
け
で
も
、
植
物

遺
伝
育
種
学
、
植
物
保
護
学
、
植
物
医
科
学
、
植
物

栄
養
学
に
関
連
す
る
発
表
が
あ
り
、
さ
ら
に

C
O
V
ID
-19

感
染
症
を
引
き
起
こ
すSA

R
S-C
oV
-2

の
研
究
な
ど
の
医
学
分
野
の
発
表
も
行
わ
れ
、
発
表

内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
し
た
。
対
面
で
も
英

語
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
も

の
で
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
だ
と
そ
の
ハ
ー
ド
ル
は
さ

ら
に
高
い
よ
う
で
、
活
発
な
議
論
と
ま
で
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
（
教
員
は
口
を
挟
ま
ず
見
守
る
、
と

い
う
ル
ー
ル
で
し
た
）
、
学

生
た
ち
に
は
よ
い
経
験
と
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
の
展
望

　

参
加
し
た
大
学
だ
け
で
な

く
、
参
加
で
き
な
か
っ
た
大

学
も
含
め
、
対
面
で
の
実
施

を
切
に
望
ん
で
い
ま
す
の
で
、

来
年
度
以
降
、
再
び
さ
く
ら

サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

お
世
話
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
１
日
も
早
い
収

束
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

科
学
技
術

振
興
機
構 

『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激　
第

288
回
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